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駅では、料理を楽しんだあと電車の中
や観光地に持っていけるようにお弁当
形式でレシピを展開する。
お米や定番メニューを予め詰めておき、
空きスペースにおかずを作ってもらう。

観光地では景色を楽しめる屋外スペースを追加

駅では、お土産コーナーを追加。
すぐに使える食材や加工品を売る

飲食は屋外利用を見込んで、屋内のスペース
は簡易化。キッチン数を増やして、多くの人
に楽しんでもらう。

旅のだんらんキッチン
A:団らんキッチン空間

基本平面プラン 利用シーン・アレンジ
①観光スポットでご当地メニューを再現しよう！

②駅でオリジナル駅弁をつくろう！

Mem u

M e m u

受付：貸し出しエプロンやセットになった食材を受け渡す

１ブース（キッチン＋食卓）を仕切りプライベートな空間に。

★みんなで食べてだんらんを楽しむ食卓。
　一緒に作るからこそ食べるのも楽しい。

★キッチンは多数で使うため、学校の調理室を参考
　に設計。みんなでキッチンを囲んで料理ができる。

観光地では、軽食やお菓子を中心に
簡単に作れる「ご当地メニュー」を
用意。メニューは絞り、予め用意した
食材セットを使用することで、気軽に
楽しんでもらうことができる。

旅先でみんなと食べるご飯は特別です。

そこに「みんなでつくる」が加われば、更に美味しく楽しい思い出に　なるのではないでしょうか。

みんなで一緒に料理をすることや、料理を囲んでおしゃべりを楽しめば、きっと特別な思い出になります。

このキッチンは旅先で、ちょっと特別な「だんらん」を楽しむためのキッチンです。

廃線になった列車を利用して、旅行気分を味わう！


